
 「第２期子ども笑顔かがやきプラン」から「（仮称）大磯町こども計画」への主な変更点 

 

項目 
第２期子ども笑顔かがやきプラン 

（令和２年度～令和６年度） 

（仮称）大磯町こども計画 

（令和７年度～令和 11 年度） 

全体構成 

□ 基本計画 

・ １層構造：原則５年間固定 

・ 基本的に第１期を継承 

① 基本計画＋実施計画 

・ ２層構造：基本計画は５年、実施計画は毎年度ローリング 

方式で見直し 

② 子どもの権利を記載 

・ こども（概要）版の作成 

③ 重点的に実施する事業の設定 

※（仮称）大磯こども子育て応援アクションプログラム 

重点 

（力点） 

□ 主に幼児期を中心に記載 

 ・ 待機児童対策 

（町立幼稚園認定こども園化） 

 ・ 子育て世代の経済的負担軽減 

   （こども医療費助成の拡充） 

 ・ こどもの居場所づくり 

（公園リニューアル） 

① ライフステージに応じた各世代支援 

・ 子育て施策全体の底上げ 

・ 施策が少ない青少年・成人期に力点 

② 情報の発信強化／こどもの意見反映 

 ・ こども子育てホームページの立ち上げ 

 ・ こども主体のまちづくり 

③ 産、官、学との包括連携事業 

 ・ 居場所づくり、保育の質の向上 他 

④ ハード整備事業の計画への位置づけ 

 ・ 大磯幼稚園認定こども園化 

 ・ 学童保育施設の整備 など 

その他 

（国町動向等） 

国）こども基本法(R5.4)、 

こども大綱(R5.12) 

町）こどもまんなか応援サポーター(R5.10) 

  こども家庭センターの設置(R6.4) 

国）こども誰でも通園制度(R8.4～) 

町）こども家庭センターの取組み(R7.4～) 

これから － 

□ こども・子育て会議などでの協議を経て、 

骨子案→素案→計画案と進めていく 

（令和６年度中に策定） 

資料６ 


